
堆肥化による課題整理 
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区 分 抽出された具体的な課題 提案された具体的な解決策 

■家庭での堆肥化の知識がない  

■家庭での堆肥化を行っている世帯が少ない 

（家庭での堆肥化は継続が難しい） 
 ①普及について 

■現在の生ごみの処理にかかる費用が理解さ

れていない 
 

②家庭での実践について 
■住宅事情や衛生面などの不安から取り組め

ない市民が多い 
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堆肥の活用ついて 
  

■有効活用できる生ごみが分からない  

■生ごみ堆肥化の意義が理解されていない  ①普及について 

■各家庭で取り組めない人がいる  

■生ごみはストックできない  

■異物混入  

②分別について 

■生ごみの分別協力  

③実施主体について ■誰が管理するのか  

④モデル事業の実施 

について 
■モデル事業の規模  

■堆肥化装置の設置費、維持管理費が高く、堆

肥も割高になる 
 

■良質な堆肥の製造  

■出来た堆肥の流通 
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堆肥の活用について 

■利用農家の増加 
 

 

そ
の
他
意
見 

・地域での生ごみの堆肥化は、地域社会の結びつきも深まり、近年、隣近所で疎遠になっている人間関係や他の諸問題の解決を期待できる 

・生ごみ堆肥化は、ごみの広域処理における施設の集約化への対応にほかならない 

・将来的にはごみの有料化が必要 

・廃棄物会計が行われておらず、生ごみをコスト的な観点から考える材料がない。また、ごみ処理広域化の効果が不明確である 

・生ごみを焼却することで、助燃材が必要になるばかりか、焼却炉の寿命が短縮される 

・市民の環境意識を高めるために、楽しい広報活動を至急開始する 

・生ごみを出さないごみ袋を無料配布する。 

 


